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衆
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院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
本
年
三
月
七
日
の
麻
生
太
郎
内
閣
総
理
大
臣
に
よ
る
沖
縄
県
訪
問
に
関
す
る
第
三
回
質
問
に

対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
本
年
三
月
七
日
の
麻
生
太
郎
内
閣
総
理
大
臣
に
よ
る
沖
縄
県
訪
問
に
関
す
る
第
三
回
質

問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
四
に
つ
い
て

質
問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
は
、
国
会
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
七
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

内
閣
と
し
て
お
答
え
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
御
指
摘
の
「
訪
問
」
に
つ
い
て
は
、
内
閣
総
理
大
臣
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で

は
な
く
、
自
由
民
主
党
総
裁
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
政
府
と
し
て
先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
一
年
三
月

二
十
七
日
内
閣
衆
質
一
七
一
第
二
二
四
号
）
四
及
び
七
に
つ
い
て
の
と
お
り
お
答
え
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
、
三
及
び
五
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
普
天
間
飛
行
場
の
代
替
施
設
へ
の
移
設
を
始
め
と
す
る
在
日
米
軍
の
再
編
は
、
在
日
米
軍
の
抑
止
力
を

維
持
し
つ
つ
、
沖
縄
を
始
め
と
す
る
地
元
の
負
担
の
軽
減
を
図
る
も
の
で
あ
り
、
是
非
と
も
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
と
考
え
て
お
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
沖
縄
県
民
の
理
解
と
協
力
を
得
る
た
め
に
最
大
限
努
力
し
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
政
府
と
し
て
は
、
そ
の
よ
う
な
在
日
米
軍
の
再
編
に
つ
い
て
、
今
後
と
も
沖
縄
県
民
の
理
解
と
協
力

を
得
つ
つ
、
平
成
十
八
年
五
月
一
日
の
日
米
安
全
保
障
協
議
委
員
会
の
際
に
発
表
さ
れ
た
「
再
編
の
実
施
の
た
め
の
日
米
ロ

一



ー
ド
マ
ッ
プ
」
に
従
い
、
着
実
に
実
施
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

二


